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本は友人によく似ている。楽しい悪友もいれば、マニアックな物知りくんもいる。地味でつまらない
奴と思っていたら、いざというとき頼りになったりする（レポート執筆時の辞書、事典、統計など） 。　
そして友人を作る際に、親や教師から「××ちゃんと付き合いなさい。おまえの役に立つから」と言
われても、はいそうですか、と素直にうなずけないのが人情だ。だから、ここではあえて「おすすめできない本」を紹介した 。　
ただしその前に、 外大生には「有無を言わさぬ必読書」もあるので、 そちらを先に片付けよう。それは、
初めて学ぶ専攻語の辞書である。教師の推薦が現実にすぐ役立つという、極めて珍しいジャンルである。本学の図書館ホームページには、二六の専攻語ごと 教員おすすめ 辞書案内が掲載されている。トップページ 「
T
U
F
Sビブリオ」 （
http://w
w
w
.tufs.ac.jp/com
m
on/library/guide/biblio/tufsbiblio.htm
l ）から
アクセスできるので、ぜひ自分の専攻語名をクリックしてほしい。これから長らく苦楽をともにする辞書たちとの出会いが待っている。　
いっぽう「読んではいけない本」とは、どのようなものか？
　
ひとつはタイミングの問題である。中国には「若いとき 水滸伝は読むな、老 たら三国志は読むな
（少不読水滸、老不読三国） 」という言い方がある。若くて血気盛んなときに破戒坊主や脱獄囚が政府に逆らって大活躍する『水滸伝』に影響されると、不良化しやす 逆にタヌキおやじになってから、権謀術数が渦巻く『三国志』を熟読すると、冷徹に現実に応用 てしまいたくなる、ということらしい。????????
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そういう意味で、外大生におすすめできないのは「誤訳を指摘する」タイプの著書である。実は、こ
の手の本はかなり面白い。なかでも別宮貞徳『誤訳迷訳欠陥翻訳』
（文藝春秋、一九八一）
は粒よりの傑作
ぞろいである。 「あの有名研究者がこんなバカな誤訳をしているのか！」と知るのは痛快だし、自信もわく。しかし調子に乗って、さまざまな誤訳指摘本を読み散らし、内容を鵜呑みにすると酷い目にあう。実は誤訳を指摘 た文もや ぱり誤訳だったりするのが、この業界の常な だ。世間から「語学オタ」と目される外大生が、 「実はあの訳は間違いでネ」と得意気に披露するだけでも鼻につくのに、それが間違っていたらいたたまれないこと限りなし、だ。　
やはり誤訳指摘本というものは、 「訳本では内容がさっぱり分からず、苦しみのたうちまわったあげく、
原書をひも くとあっさり解決」という経験を味わってからでないと、真価が骨身にしみない そして本当に血肉になるのは、 自分も誤訳の山を築き、 赤っ恥を いてからである。 それまでは、 「村上春樹 『ノルウェイの森』って変だよね、あれは『ノルウェイ産木材』が正し などと誤訳指摘本を受 売りしたら、村上ファンから「文学表現が からん か」と必ずやフルボッコにされるであろう。　
また四年生におすすめしないのは、岡本綺堂の「修善寺物語」である
（ 『岡本綺堂随筆集』収録、岩波文庫、
二〇〇七）
。卒論がちっとも進まず、報告する内容もないのに、指導教員からは「書いた分だけでも提出
しろ」と迫られる、そんなとき は避けるべき作品である（理由はこの本の前半を読めば分かる） 。　
どうしても読むに値する本が知りたければ、この次のページをめくってほしい。また先に述べたT
U
F
Sビブリオには、辞書以外の図書案内もあるので参考に るだろう。
︵さわだ・ゆかり
　総合国際学研究院教授
　現代中国研究︶
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（いまい
　
あきお）
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①平敷安常﹃キャパになれなかったカメ
ラマン│ベトナム戦争の語り部たち﹄
（上・下）
 講談社、二〇〇八年
②岩手県農村文化懇談会編﹃戦没農民兵
士の手紙﹄
             岩波新書、一九六一年
③アレックス・アベラ﹃ランド
　
世界を
支配した研究所
牧野洋訳、文春文庫、二〇一一年
　
①の著者はベトナム戦争中、米ＡＢＣ
のＴＶカメラマンだった人物である。こ
の本ではベトナム戦争当時の南ベトナムの様子や戦争報道に従事する人々が生き生きと描かれている。ベトナム戦争そのものにそれ程興味がない人でも、マスコミの仕事に関心をもっている人には一読をすすめたい。私はこの本によって、新聞記者とはまた異なるテレビ・ジャーナリストの世界を知るこ ができた。私自身はこの数年、ベトナム国内でのベトナム戦争の聞き取り調査をしてい が、ベトナム人元兵士は農民出身者が多いため、②は国が異なるけれどもおおいに参考になっている。ベトナム戦争中の「ベトコン」への「聞き取り調査」 米軍も行っ
ているが、米ランド研究所の「ベトコンの士気と動機の研究」は優れた調査である。③はそのランド研究所の誕生から現在までを描いたものであり、ゲーム理論、合理的選択理論などを生みだしたとベトナム戦争との深い関わりが窺えて興味深い。
???????????????????????????????????????????????????????????????
＊所属は二〇一二年四月一日現在のもの。 ︵編集部︶
???
?
?
?
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??
 ?
（いわさき
　
みのる）
??? ? ????
????????
①ジャン︲ピエール・デュピュイ﹃ツナ
ミの小形而上学﹄
嶋崎正樹訳、岩波書店、二〇一一年
②レベッカ・ソルニット﹃災害ユート
ア│なぜそのとき特別な共同体が立ち上がるのか﹄
高月園子訳、亜紀書房、二〇一〇年
③中川保雄﹃放射線被曝の歴史│アメリ
カ原爆開発から福島原発事故まで﹄明石書店、一九九一年初版、二〇一一年増補版
　
一八世紀啓蒙の哲学者にしても、
思索は一七五五年に起こったリスボン地震の衝撃を抜きにしては理解できない。破局と災厄へのこうした稀有な感受性を、三・一一からの一年を経験したわたしちは獲得した かもしれない。 だから 「大災害はなぜに常に想定外であり、なぜ不幸の予言 聞く耳をもたれないのか」という①の問い 強く響く。　
災害の現場に何が起こったか。思い込
みをすっかり転倒させてくれるのは②
だった。災害のあとに群集が暴動や略奪に走るという予断は、エリートたちの妄想にすぎない 避難所などの被害の現場に出現したのは、むしろひとびとが作り上げた共生と連帯のユートピアであり、あらたな公共性だったのだ。　
今回の災害が複雑であり新奇であるの
は、それが同時に放射線被曝 悲劇でもあるからだ。安全性の虚偽が露呈してまったことを隠す め 、 きりに「絆」が強調されている だが、ヒロシマ 被曝の基本的なデータさえ、いかに不当に隠蔽されてきたか。放射線量の問題では、③に勝るものはない。　
これらを通じて、この「ひりつくよう
な今」を思索してみないか
????
（おだ
　
じゅんいち）
??? ? ? ?????????
??????
①渡辺慧﹃認識とパタン﹄
岩波新書、一九七八年
②三中信宏﹃系統樹思考の世界│すべて
はツリーとともに﹄
講談社現代新書、二〇〇六年
③ブノワ・マンデルブロ﹃フラクタル幾
何学﹄
（上・下）
広中平祐監訳、ちくま学芸文庫、二〇一一年
　
科学的思考は言語や文化を現象として
客観的にデータ化し、分析する際にも必要不可欠なものです。①は、 「或るもの」を「そのもの」として認識するとはどういうことであるのかを、哲学的考察から情報科学技術にまで亘って解説 た汎用的ガイドブック と言えま ②あらゆるものの共時的、通時的な体系化を、樹木の分岐構造に模して試みる手法を紹介しており、それらは情報科学におけるデータ表現や知識表現 応用されていますが、その起源は一四世紀の哲学者にまで遡 ことができます。③は、自然
6界の「造形」が持つ多様性や複雑性を従来のユークリッド幾何学に代わって記述するものですが、自然界には人間の身体（また、人間のあらゆる営為）も当然含まれま 。眩暈に似た感動を喚起する或る種の芸術作品 「形式」には、フラクタルの代表的な例である自己相似集合が（多くの場合は無意図的に）含まれていることがよくあり す????
（かわしま
　
いくお）
??? ? ? ??
???????
金文京﹃三国志の世界│後漢三国時代﹄
講談社、二〇〇五年
高島俊男﹃水滸伝の世界﹄
ちくま文庫、二〇〇一年
加藤徹﹃梅蘭芳│世界を虜にした男﹄
ビジネス社、二〇〇九年
『三国志』と『水滸伝』……中国の広い大地と悠久の歴史が生んだこの二つの英雄・豪傑の物語ほど、近世以降今日に至るまで広範な民衆に愛され読まれ続けてきた文学作品はありません。それは、の二つの作品が、そこに描かれる諸々の人物の生き様を通して、中国人の普遍的な世界観、人間観を写し出しているからに他ならないのです。一方 この二大小説は日本でも江戸初期からすでに広く親しまれてきたわけですが、その人気は専ら武将の超人的 活躍ぶりや軍師達が繰り広げる権謀術数の応酬などに支え れたもので、こうした受容のされ方はやはり日本独特のものであると言わ ければなりません。私がおすすめする二書は社会の様々な階層に存在 る個人と個人の関係、集団の中 個人の処世の有り様にスポットを当て 味わい方を教えてくれるでしょう。最後 一冊は、二〇 紀が生んだ天才古典劇俳優 波乱 満ちた生涯を綴った、本当に興味深い本です。
????
（くりた
　
ひろゆき）
??? ? ? ??
??????
カルロス・カスタネダ﹃呪術師と私─ドン・ファンの教え﹄
真崎義博訳、二見書房、一九七四年
カルロス スタネダ﹃未知の次元─呪術師ドン・ファンとの対話﹄
名谷一郎訳、
青木保監修、講談社学術文庫、一九九三年マーヴィン・ハリ ﹃食 文化の謎
板橋作美訳、岩波現代文庫、二〇〇一年
　
文化人類学の世界にも「トンデモ本」
が存在する。日本の文化人類学者の本をトンデモ本として取り上げると色々と差し障り あるので、比較的安全な翻訳書にのみ焦点を当てることにする。トンデモ本といっても、単な 「キワモノ」であれば、わざわざここで紹介した はしない。カスタネダやハリス 主張を熱狂的に支持する文化人類学者も少 くないし、アメリカではこれらの本が一般書としてベストセラーにもなった。まずはトンデモ本として紹介されたことを忘れこれらの本が提示する世界に浸 て欲し
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い。カスタネダの描き出す世界にロマンティックなあこがれを抱いてもいいし、その対極にあるハリス 科学主義に爽快感を覚えてもらってもいい。それだけ魅力的な本であることは私が保証する。その上で、なぜここでトンデモ本として紹介されたのか じっくり考え みて欲しい。それさえ分かれば、文化人類学の基礎は「修了」である。巻末の解説にはヒントが満載な で、ズルしてそれを先に読まないこと！????
（くわだ
　
こうへい）
??? ? ? ???????? ?????? ?アルベール・カミュ﹃シーシュポスの神
話﹄
            清水徹訳、新潮文庫、一九六九年
リチャード・ローティ﹃偶然性・アイロニー・連帯─リベラル・ユートピアの可能性﹄
齋藤純一／大川正彦／山岡龍一訳、岩波
書店、二〇〇〇年ヴィレム・フルッサー﹃サブジェクトからプロジェクトへ﹄
村上淳一訳、東京大学出版会、一九九六年
　
いずれも、世界や人間というものの背
後に真理や意味を想定するような思考から縁を切ろうとする力強い、だが同時に、軽やかな書物。人間とは何か、生きる意味とは何か、世界とは何か、と ったことを問い続けることは、悲しいかな 有限で脆弱なわれわれ は耐えがたいもので、知らないうちに、安心できる答えを自分自身で準備してしまうことが多い――「神様」はひとつの模範解答だ。しかし、そのような安易な答えから手切って、 「この世界が理性で 割り切れず、し も人間 奥底に 明晰を求め死物狂いの願望が激しく鳴りひびいていて、この両者がともに相対峙したままある」 （カミュ）ことを認めてみてはど
うだろうか。あるいは、普遍的な真理など存在せず、真理は「発見されるのではなくつくられるのだ」 （ローティ）と考えてみればどうだろう フルッサーの本はそうした世界の無根拠性を認めることから出発し、意味や真理を発見す ことから、意味や真理を「創作＝デザイン」することへと、私たちを誘 。ささやかであれ、考えることが そのまま世界や自分を形作ることへとつ がるような感覚を私自身も養っていきたい。??
 ?
（さの
　
ひろし）
??? ? ????
?????
①デイヴィッド・サルツブルグ﹃統計学
を拓いた異才たち─経験則から科学へ
8進展した一世紀﹄
竹内惠行／熊谷悦生訳、
日経ビジネス人文庫、二〇一〇年
 
②
ジェームズ・ ロウィッキー﹃ ﹁みんなの意見﹂は案外正しい﹄
小高尚子訳、角川文庫、二〇〇九年
③佐伯胖／松原望編﹃実践としての統計
学﹄
              東京大学出版会、二〇〇〇年
　
情報社会が急発展し、情報が溢れてい
る現代、情報を量的に分析する手段︲統計学の重要性はいっそう増している。人文社会科学領域でも、経済学・心理学分野だけでなく、他の分野でも当たり前のように利用され、学問振興に活用されている。とはいえ、多くの統計学の指南書には、殺風景な記号や難解な数式が並んでいるばかり。已むを得ず取り組まなければならな 、それも不得手な範疇だと、学んだり身 つけたりするのは難儀なこ
と。取り組む苦労を軽減する動機づけがついつい欲しくなる。そんな三冊。　
①は、数理統計学の発展の経緯を、進
歩を主導した学者の半生を中心に紹介する。総じて伝記的な記述は、彼らが何をどう考えて統計学を生み出したのか、その背後にある考え方に て興味深く見せてくれる。　
統計学が対象とするデータは、観察さ
れる頻度が重要なデータである。人文社会科学分野では、集団やグループ、群れなどのことだ。②によって集団が持 性質やグループを構成する構成員のバラつきが重要であることが意識でき　
③は、数学としての統計学を説明する
のではなく、現実 問題 統計的に見るにはどのように解釈すればいいかを教えてくれる。????
（しいの
　
わかな）
??? ? ? ??????????
?
???? ?????? ??西江雅之﹃食べる﹄
　　
青土社、二〇一〇年
　
ベテランの文化人類学者・西江さんは
「食べ物」の基本的役割や要素をあげ現代日本のおかしさを指摘しながら、経験に基づきアフリカをはじめ世界の食・慣習に言及。読後に「人間は文化を食べる生き物なのだ」と実感させられる。吉田昌夫・白石壮一郎編著﹃ウガンダを知るための
53章﹄
      明石書店、二〇一二年
「アフリカの真珠」とよばれるヴィクトリア湖沿いの国に行ってみたくなったらこの本を読もう。自然・国の歴史から、若者のシティライフ・田舎の男女まで多岐にわたる
53の視点。
ワンガリ・マータイ﹃
UN
B
O
W
E
D
 
へこたれない│ワンガリ・マータイ自伝﹄
小池百合子訳、小学館、二〇〇七年
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英国植民地経験、独立後の圧政・性差
別の経験。昨年残念ながらこの世を去った彼女の人生そのものが、ケニアという国が生まれ国際社会で対話のできる国になろうとする歴史そのもの。信念を貫くその勢いとネットワークの形成法、学ぶところが多いこと間違いなし。????
（ちば
　
としゆき）
??? ? ? ???
??????
①エルンスト・Ｈ・カントーロヴィチ﹃皇
帝フリードリヒ二世﹄
小林公訳、中央公論新社、二〇一一年
②エルンスト・Ｈ・カントーロヴィチ﹃王
の二つの身体―中世政治神学研究﹄
小林公訳、平凡社、一九九二年（ちくま学芸文庫、二〇〇三年）
③アラン・ブーロー﹃カントロヴィッチ
―ある歴史家の物語﹄
藤田朋久訳、みすず書房、一九九三年
　
①・②は、中世史家カントロヴィチの
主著。①はゲオルゲ・サークルに属した
三〇代初めの著作（一九二七年） 。②は、ユダヤ系ゆえに祖国ドイツを追われ、亡命先のアメリカで積んだ研鑽の成果を、還暦を過ぎて公刊した著作 五である。　
二〇世紀初頭の実証主義歴史学の閉塞
感を打破すべく、シチリア王をかねた神聖ローマ皇帝の生涯を、人格と思想風土―終末論や預言までをも含め ―に重きを置きつつ活写した①は、ベストセラーとなったが、歴史学界では物議 醸した問題作である。　
一方で、中世の王が持った朽ち果てる
生身の身体 、不死なる政治象徴的身体という二つの身体性を、テクスト・図像・儀礼を横断的かつ緻密に分析した②は、いまなお、葬送儀礼研究の最重要文献である。
　
③は、アナール学派のブーローが著し
たカントロヴィチ伝である。ナチス期にドイツから流出した亡命知識人の綺羅星の一人であるカントロヴィチは、フランス・アナール学派の第一世代や、図像学の父アビ・ヴァールブルクの同時代人でもあった。両大戦間期ヨー ッパの知の断面図を描く示唆を与えてくれる著作である。??
 ?
（ともつね
　
つとむ）
??? ? ????????
??????
①高橋和巳﹃邪宗門﹄
（上・下）
朝日文芸文庫、一九九三年
②金薫﹃孤将﹄
蓮池薫訳、新潮文庫、二〇〇八年
③和合亮一﹃詩の礫
徳間書店、二〇一一年
　
運命にあらがう人々の〈身体の内乱〉
をテーマに。そして読むこと 醍醐味も。①はコミューンを建設し、日本国家とアメリカ占領軍を相手に武装蜂起する宗教
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教団の生と死を描く。大本教とその弾圧事件を翻案した高橋和巳の思考実験。②は「壬辰倭乱」 （文禄・慶長の役）の英雄・李舜臣の戦いを描き、韓国でベストセラーとなった時代小説。原題（ 『刀の詩』 ）がしめすように、刀に共鳴し、刀と混淆する身体の詩。蓮池薫の訳が美しい。そして③は二〇一一年三月一一日の後、家族を避難させ、福島県福島市に一人残った詩人が、地震・津波・放射能そして余震という〈悪魔〉と闘いながらツイッターで放った〈つぶやき〉 。 人の言葉は無意識のうちに宮沢賢治 中原中也、草野心平らの詩 区別がつかなくなり、ざわめく複数の書き手となる。
????
（なかの
　
としお）
??? ? ? ??
??????
①姜徳相﹃新版
　
関東大震災・虐殺の記
憶﹄
                   青丘文化社、二〇〇三年
②石田米子／内田知行編﹃黄土の村の性
暴力│大娘たちの戦争は終わらない﹄
創土社、二〇〇四年
③市場淳子﹃新装増補版
　
ヒロシマを持
ちかえった人々 ﹁韓国の広島﹂ なぜ生まれたのか﹄
      凱風社、二〇〇五年
　
東日本大震災がもたらした大きな被害
は、一年が過ぎた今でもわれわれの心に深い傷を残している。こんな時に、震災の被害に遭われた方々に心を寄せて 「絆」を再確認することも大切だけれど、震災や戦争という民衆が傷ついた大きな出来事の底にはさらに深い犠牲を強いら ながら見失われて る人々 多く存在することにあらためて注意した 。①は、関東大震災の時に流言飛語が飛び交う中で発生した朝鮮人虐殺事件について 生きた証言などを整理しながら真相を論じたものである。②は、日本軍が戦争の渦中
に中国で行った性暴力の被害者たちに聞き取りを行い、戦後に引き続く彼女たちの深い傷の痛みをまとめて綴ったものである。そして③は、戦時日本に労働動員されているとき広島 被爆し、しかし韓国人で ことで日本政府による援護を受けられなかった在韓被爆者たちに光を当てた記録 このように最底辺から犠牲を見つめることは、復興に新しい道を求める際にも必ず必要なプロセスあるに違いない。????
（のもと
　
きょうこ）
??? ? ? ?????? ?????? ???　
ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）の
議論で揺れる現状を考える一助として、「農」の視点から以下の三冊をおすすめしたい。守田志郎﹃農業は農業である│近代化論の策略﹄
        農山漁村文化協会、一九七一年
守田志郎﹃学問の方法﹄
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人間選書、農山漁村文化協会、一九八〇年
　
近代地主制に関する優れた実証的研究
を残した守田志郎は、一九七〇年代に入ると一転 て、 『農業は農業である』を起点に、 『小さい部落』 （ 三 、のち『日本の村』 ） にとって技術とは何か』 （一九七六年）等を次々 刊行していく。 『学問の方法』において、都市と農村との関係を論じ、また「鉛を志す社会学」を説いた守田氏のまなざしは、私自身の立ち位置への内省を迫るものであった。長らく忘れ去られていた（無視されていた）守田氏の著作が甦ってくのは、産業として 農業がますます縮小し、村落（むら）の崩壊が指摘されるようになってからである。山川菊栄﹃わが住む村﹄岩波文庫、一九八三年（原著は三国書房から一九四三年に刊行）　
与謝野晶子・平塚らいてう等との母性
保護論争において 社会主義 立場か鮮やかな論陣をはり、戦後は労働省婦人少年局の初代局長となった山川菊栄が戦時下に執筆した作品。神奈 県鎌倉郡村
岡村（現在の藤沢市）に移り住んだ著者が、柳田國男にすすめられて出版したものであるが、戦時下の都 近郊農村の暮らしとその変化を「外」 目（観察者）と「内」の目（ で農業を営む）からリアルに描き出しており 大変興味深い。?????
（はやつ
 えみこ）
??? ? ? ??
?????
①高田宏﹃言葉の海へ﹄
新潮社、一九七八年
②柳父章﹃翻訳語成立事情﹄
岩波新書、一九八二年
③杉田玄白﹃蘭学事始﹄
岩波文庫、一九五九年
　
明治二二年から二四年にかけて国語辞
書『言海』が刊行されます。明治政府が、近代国家には近代的な辞書が必要だと考え、国語学者の大槻文彦に命じて編ませたもので「わが国初の近代的国語辞書」といわれます。この辞書 「近代的」といわれる所以は、見出し語について、品詞、漢字表記、語源、語釈が かれ、必要に応じて片仮名で発音が示され、和語・漢語・洋語の別や古語か俗語か、同義語は何かと ったことへの配慮もあり、見出し が五〇音順に並ん いる点です。これらは『言海』が最初な です。 『言海』は大槻が一人で作った辞書 、そ生涯を描いたのが①です。大槻が、明治初期にどのように言葉と格闘し、その海を泳ぎきったのかが、明治の息吹とともに描かれています。同じ頃、西洋文明に接するなかで、英単語を翻訳する試み
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行われます。 「
society 」 「
individual 」 「
love 」
など今ではほぼ定まった訳語がある単語も、これらの概念をもたなかった明治の人々にとっては、苦労や工夫をしな ら翻訳語を作らねばなりませんでし 。②にはその過程が生き生きと描かれています。 〝西洋（の言葉や学問） 〟との知的な格闘は、 オランダ語の医学書『ターヘル・アナトミア』を翻訳する苦労など 蘭学創始期の思い出が綴られている③にもうかがえます。高齢の玄白を助け、原稿を校訂して完成させたのは、大槻玄沢（文彦の祖父）でした????
（まえだ
　
たつろう）
??? ? ? ??????
??????
①松本修﹃全国アホ・バカ分布考─はる
かなる言葉の旅路﹄
新潮文庫、一九九六年
②宮本正興／ 田素二編﹃新書アフリカ
史﹄
        　　
講談社現代新書、一九九七年
③
安田敏朗﹃ ﹁国語﹂の近代史
─
帝国日
本と国語学者たち﹄
   中公新書、二〇〇六年
　
新入生も上級生も、春は買わなあかん
もん、たくさんあると思います。 「文庫で買える本」てのを頭にお て、おすすめの理由を考えました。　
①著者は言語学のトレーニングを全く
受けたことのないテレビ局 プロデューサー。読み物としてもちろんわくわくする。センスのある「素人」は軽々と研究者を飛び越えることがある、てことを知ってほしくて ばにつ 考えることが楽しいということも。　
②「非文明」とか「未開の地」とかさ
んざん言われて。文字がないから歴史がない、とかも。ぜーんぶヨ ロッパから見た話や、ということに気づ ほしいなと。　
③七歳になったら「国語」を習う。 「国
語」と「日本語」が一緒にあることをこれまでなんとも思わなかった人に、考え
てほしくて。????
（やなぎはら
　
たかあつ）
??? ? ???????? ???? ? ?　
ここではおそらく標準的な大学一年生
の世界観を覆してくれそうな三冊を。①野谷文昭編著﹃メキシコの美の巨星た
ち│その多彩でユニークな世界﹄
東京堂出版、二〇一一年
②ジュノ・ディアス﹃オスカー・ワオ
短く凄まじい人生﹄都甲幸治／久保尚美訳、新潮社、二〇一一年
③エンリケ・ゴメス カリージョ﹃誇り
高く優雅な国、日本│垣間見た明治日本の精神﹄
 
 児嶋桂子訳、人文書院、二〇〇一年
　
メキシコが美に満ちていることをご存
じない方に、①を。もちろん、どんな国にも美はある。でもメキシコがこれほどの美の大国だと、君は知っているか？　
アメリカ合衆国が英語圏だと思い込ん
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でいる方に、②を。合衆国はスペイン語圏でもあるのだ。スペイン語混じりの英語による、近年最大の収穫のひとつ。　
日露戦争直後の日本をルポルタージュ
するグワテマラ人の本が③ 明治期の日本に驚き、そこにグワテマラ人が来たということに驚いていただきたい。????
（やまぐち
　
ひろゆき）
??? ? ? ?????? ?????? ??①バルガス=リョサ﹃緑の家﹄
（上・下）
木村榮一訳、岩波文庫、二〇一〇年
②
ミラン・クンデラ﹃存在の耐えられない軽さ﹄
西永良成訳、河出書房新社、二〇〇八
年（千野栄一訳、集英社文庫、一九九八年）
③
ギュンター・グラス﹃ブリキの太鼓﹄池内紀訳、河出書房新社、二〇一〇年（高本研一訳、集英社文庫︹第一部・第二部・第三部の三分冊︺ 、一九七八年）
　
小説を読むことが好きな人は多いこと
と思う。みなさんは小説の何を楽しんでいるだろうか。映画を見るという体験についてもだいたい同じことが言えるのだが、ともすれば物語の展開、つまり わゆるストーリーを楽しむことに注意が向いているこ が多いかもしれ い。もちろん物語の展開は小説にとって決定的なことなのだけれど、それ と に読者が多くの場合、無意識に楽しんでいることがある。それは作品世界がどのように組み立てられているか、どのように語られているかということだ。ここにあげた三つの作品は、そ ぞれまったく異なる性格をもつものだが、お らく読み進めていくときに「どのように」 いう問 に直面せざるを得ない ろう。しかし そういった問いとともに読んで く きに浮かび上がる圧倒的な 世界を、ぜひ皆さんにも体験してほしいと思う。
????
（あやべ
　
てるゆき）
??? ?
????
　
私の学生時代はまだのどかだったのか、
世界文学の名作を読んでばかりいた。それもおすすめだが、今回は少しひねってみる。レイチェル・カーソン﹃センス・オブ・ワンダー﹄
   上遠恵子訳、新潮社、一九九六年
　
理科離れをしていないだろうか？
　
文
学を読むのもよいが、星空・風の音・海の香り、生き物たちのさまざまな姿……。美しいもの、未知なもの、神秘的なもに目を見はる感性こそ、学ぶことや生きる力の源だと、 『沈黙の春』 著者は語ってくれる。
　
﹃○○県の歴史散歩﹄
山川出版社、二〇〇五年～
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史跡や文化財を訪ねると、先人の息吹
や、今とは別の時代を身近に感じ、自分の抱える問題に新たな力を得られることがある。一九七〇年代の初出から改訂を重ねたこのシリーズ 、近所の散歩をタイムトラベルに変える良質 ガイドでもある。Ｊ・Ｓ・バッハ﹁マタイ受難曲﹂　
早春のまだ冷たい風とともに、この曲
の季節がやって来る。イエスの捕縛から死にいたる静かで激しいドラ が、聞く者の胸に深く染み入る。クラシック音楽の最高峰と言われるこの曲だが、意外に親しみに満ちてもい 。ディス や書物もよいが、ぜひ一度は実演に接してほしい。ドイツ語好きには、ルター訳 聖書に親しむ機会でもある。????
（いしむら
　
けいこ）
??? ?
???
①ベン・シャーン絵／アーサー・ビナー
ド構成・文﹃ここが家だ─ベン・シャー
ンの第五福竜丸﹄
      集英社、二〇〇六年
②山本義隆﹃福島の原発事故をめぐって
─いくつか学び考えたこと﹄
みすず書房、二〇一一年
③高橋源一郎﹃恋する原発﹄
講談社、二〇一一年
　
①一九五四年アメリカの水爆実験によ
りビキニ環礁で死の灰を浴びた漁船第五福竜丸を、三年後ベン・シャーンが連作に描き、五〇年たってアーサー・ビナードがそれに詩 つけ絵本にした。今読むと、絵も言葉も更に心に突き刺さる。ベン・シャーンの描いた「にせものの太陽みたいなばけものが」 、今 福島の原子炉で 「うようよ くもくともがいている」気がする。　
②平明な文章で書かれたおよそ一〇〇
頁の白い簡素なこの小冊子には、私たちが「学び考え」なければならないことのエッセンスが詰まっている。　
③タイトルを不謹慎と言う勿れ。内容
はもっともっと不謹慎であり、真摯である。猥雑（褻）な言葉の連打で挑む文学の冒険。?????
（きむら
　
ゆみこ）
??? ?
????????
①新原浩朗﹃日本の優秀企業研究│企業
経営の原点・６つの条件﹄
日経ビジネス人文庫、二〇〇六年
②松岡正剛／エバレット・ブラウン﹃日
本力﹄
           ＰＡＲＣＯ出版、二〇一〇年
③原研哉﹃日本のデザイン│美意識がつ
くる未来﹄
            岩波新書、二〇一一年
　
どの本にも「日本」というキーワー
ドが入っている通り、日本の経済・社会・文化につ て語っており、具体的な事例をあげたり、分かりやすい言葉を使ったりしているので、軽い読書として楽しめます。特に①は 在学中に読んで
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おきたかったなと思う本です。単行本は二〇〇三年刊行なのでデータは新しくありませんが、いわゆる大企業だけでなく、メディアではあまり大きく取り上げられない中小企業など 様々な形態の企業を取り上げている点が新鮮です。また、そうした中小企業こそ世界的に大き 市場シェアを占めている、という事実に驚きました。今までの情報源やモノの見方を見直すきっかけをくれ、また、日本ならではの技術や考え方の魅力に気がつかせてくれた一冊です 同じように他の 冊も日本観を養う栄養になりました。ビジネスパーソンとして日本を飛び出してみて初めて に対する無知を実感し、愕然とすることがある 言いま これから世界で活躍する外大生に、日本 語るための色々な引き出しになる三冊として
オススメします。??
 ?
（むらかみ
　
はるか）
??? ?
????????
①米原万里﹃パンツの面目ふんどしの沽
券﹄
                   ちくま文庫、二〇〇八年
②米原万里﹃ガセネッタ＆シモネッタ﹄
文春文庫、二〇〇三年
③アミン・マアルーフ﹃サマルカンド年
代記│﹃ルバイヤート﹄秘本を求めて﹄
牟田口義郎訳、リブロポート、一九九〇年
　
今回はテーマを 「比較文化ことはじめ」
にして、本をいくつか紹介したい。　
みなさんの先輩に、米原万里という人
がいる。彼女の作品のひとつ、①がおもしろい。タイトルは愉快だが、内容は比較文化のエッセンスがつまっている。例えば日本人的な「パンツ 毎日取り換える」発想。プラハ時代 ルームメイトは「三日に一回」しか を変えない。不潔だなあと思うのだが、あるとき別のルートからこんな話を聞かされる。
「ねえ、 ○○ちゃんて不潔なのよ。だって、最低一日一回もビデを使わないのよ！」そうか！
　
彼らはパンツを取り換えない
かわりに、パンツの中身を毎日洗浄していたのか！
　
本当の異文化は無意識の中
にある。これから異文化を学び始める皆さんにこの「 」が沢山訪れますように。　
同じく米原万里の②。こちらは通訳を
目指す方にお勧めだ　
最後に毛色が違うが③。これは、オマ
ル・ハイヤーム『ルバイヤート』自筆本の流転を描いた歴史小説だが、いまだどれが「真」にハイヤームの『ルバイヤート』な かが解明されていない、ロマンにぴったりはまる大作だ。
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相撲とりは、股割りができないとすぐにケガをしてしま
う。あれができて、シコを踏んで、それからようやくぶつかり稽古ができる。土俵に上がって勝負するなんてその先の話です。だから今日は皆に「シコを踏むための三冊」を紹介したい。　
まず一つは『宮沢賢治詩集』
（岩波文庫）
。 「春と修羅」を
含む詩集だね。もう一つは石川啄木の『啄木詩集』
（岩波文
庫）
。 「呼子と口笛」という詩集が入っていないとダメ。二
人とも北の人だけど、三つ目は南に縁のある人で中島敦の『山月記・李陵』
（岩波文庫）
。
「シコを踏むための三冊」とは何か？
　
それは物事の一番
つかみがたいものを、確実につかむための「言葉」を身につけるための本です。　
例えばあなたがいま喋っている言葉は畑なの。そうする
といい野菜を育てるには、肥やしが必要になるよね つまりこの三冊は、 「言葉の肥やし」でもある。
　
今回選んだのは若くして亡くなった人ばかりだけど、そ
れはこれからの人間は長生きをしない、ということを象徴してもいる。寿命が長くなると、生きるということはずっと希薄になって間延びする。いまの我々は長生きすることが心配でしょうがない。社会に 「長生きするな」 った風潮まである。その一方でタバコ 吸うなという。私は、高齢化社会の解決策の一つとして楽しく優雅にタバコを吸っている（笑） 。社会貢献して、 なおかつ高い税金 払っている。それの何がいけないのか？　
希薄な一生を過ごさないためには要するに、自分の考え
ること、感じとったことをしっかりと言葉にすることです。そして、いまではほとんど経験 き くなった人間 プリミティブな体験を言葉にすることです そうした意味 紹介した本の中の言葉は生きる めの糧になる。その糧とは知恵ではなく、言葉の力 す しかも「言葉が言う」に任せるのではなくて「 う言葉」 、これが力です。
??????????
村田香織
（ドイツ語専攻四年）
聞き手
西谷
 修先生
にきく
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◀個々の作品に関してもお聞かせいただけますか？　
宮沢賢治の「春と修羅」を〝真に受けて〟読むことが大
事です。 賢治の言葉についていくと、 宇宙まで意識が広がっていくのが分かる。単なる自然描写ではな 。世界を一挙に拡げて造形していっている。　
石川啄木は正反対です。非常にちまちました、いじまし
い感情を実に巧みに表現す では、それがダメなのかというとそうではな 。彼は、明 大逆事件が起きた時に、おそらく日本で書かれた最も透徹した批評を書い いる。非常に厳し 「生活感覚」と、その「生活感覚」の苦笑せざるを得な までのいじましさ を この落差ものすごいのです。◀日頃から「生活感覚」という言葉 よく使われていま よね。　
それがなかったらものを考えても仕方がない。 「文化」
がどうのこうのと言うのが私は嫌 す。 「文化」が一つの領域になってしまうと、階級的なものになってしまう「賢治や啄木の言葉なんてなくたって生きていける」とも言えます。けれどもそれは違う。人 生きて くとは言葉で関係を作りな ら生き いくこ だから。賢治や啄木ね、たまたま生まれた一個人じゃないの。こうした時代にあって生まれるべくして生まれた一つの運命なの。
◀中島敦についても伺いたいです。　
中島敦は、日本の現代語と中国語の漢文との間をつない
だ。明治のはじめにできた大学では、基本的には西洋的な学問しかしていなかった。つまり東洋的なものに対してほとんど背を向け た。けれど 中島敦は、親が漢学者で本人も物凄く素養があっ その素養があったうえで現代日本語を書いた。だからそこにはい 「肥やし」があったのです。中島敦はね、とにかく文句なく、その小説を頭から全部覚えればいい。　
言葉は全て人からもらったものです。だからいい言葉の
肥やしをそ まま受け める。するとそれが自分の言葉畑に影響 てくる。いい言葉とか、いい言葉の出し方とか、そういうのは覚えればい 。たしかに忘れてしまいますよけれども、忘れてもしっかり残るものがある。そうするとちゃんとした文章が書けるようにな し、考え方もしっかりしてくる。
にしたに・おさむ
　
一九五〇年生まれ。東京外国語大学大
学院総合国際学研究院教授。フランス現代思想・グローバルスタディーズ。著書に『 〈テロル〉との戦争──9・
11
以後の世界』 （以文社） 、 『理性の探究』 （岩波書店） など多数。
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◀学生時代に触れた本の中で印象深い本は何ですか？　
Ｍ・ウェーバーとの出会いが大きかったです。彼の著
作に『職業としての学問』
（岩波文庫）
という本があります。
これは一九二〇年ドイツ革命時、非常に政治的に緊張した状況の中で学問と政治の問題が問われた時 、学生の求めに応じてウェーバーが行った講演です。その中でウェーバーは、ソクラテスの時代、哲学の中で探究されるものが生きる意味をもたらす、と語っています。中世ヨーロッパの時代になると、自然やこの地上はサタンが支配する世界で、教会が神の世界であると。キリスト教世界 から神が真理 生きる意味ですよね。そこでは自然も悪しきものとして表象されます。だから哲学が神 に変わり、教会だけが人々に光をもたら ことが き 。　
ところがルネッサンス──これは教会側にあった神を人
間側に引き寄せる運動と見られ の が── なって然への語られ方が変わる。自然の中に神 宿っているとい
う話になってくる。自然は悪魔のものではなく、そこには神の秩序がある。そうして自然科学は始まったという話をウェーバーはする。科学の中に生きる意味に結びつくよな神の秩序を発見できるのだと。　
でも我々が生きてきた二〇世紀という時代には、誰も科
学という営みの中にそんなことを信じている者はいませんね。そこで学問とは何かという話を展開するのがこの本なのです 用いられるキータームが「価値 由」です。これは価値に対して「中立」ではなく、様々な 観点に徹底的にコミットしながら、どの価値観点にも拘束されない自由、ということ。響きはいい だけれど、 こには、自ら拠って立つ究極の価値そのものを常 括弧にいれる態度が要請される。この は同時に、も や学的営み自体から意味を引き出すことができない、と うことも含意されているんですね。
?????????
細野まり奈
（中国語専攻四年）
聞き手
丹羽
 泉先生
にきく
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◀大学時代のゼミで人類学も学ばれていたとか？　
その時に読んだのが、フィリップ・Ｋ・ボックの『現代
文化人類学入門』
（講談社学術文庫）
でした。この本が私に
とっての人類学との出会いです。文化人類学は文化を通じて人間とは何かを解明していく学問です。問題の関心は常に人間にある。 間は実に様々な社会や文化を創り出します。世界は多様です。人類 は極めて個性的な姿 とっ表現される文化・社会を、地球上 隅々に求め、調査・研究を行います。人類学者が措定する社会とは、その中である種完結する統合的、有機的全体を成しているもの、つまり機能に閉じた連関として考えるんです。こ ような枠組みで、人類学者は、いわば手分けをして 様々な社会を記述していく。一つ一つの社会の記述は、個性的な対象として立ち現われて来るので が、一方でそういう記述を蓄積していきながら それら 通して普遍的なレベルでの「人間」とは何かを常に問うている。個性を記述しながら、同時に比較可能性に開か た視点を常に保持し いるんね。　
私も韓国を扱う場合、人類学的な関心から韓国に入って
いくわけです。韓国を見ることは、個性として捉えられる韓国そのものももちろん見 いるけれど、同時に そを通して人間とは何かを考えること ん す
◀人類学への関心はどこが出発点なのですか？　
高校時代に印象に残っているのは大塚久雄の『社会科学
における人間』
（岩波新書）
です。高校生の時だから必ずし
も十分に理解できているわけではないけれど、この本を通じて、学問というものへの魅力をすごく感じました。この本の中にロビンソン・クルーソーの話が出てくるんですこの物語の主人公の振 舞い方に、自らの生活を合理的に秩序付けていく ピューリタン的な人間類型 描かれているのですが、この人間類型論の話が、大学に入ってからの人類学への関心へと結びついた面があります。社会秩序の形成力、そのプロトタイプとして 人間類型論は 冒頭に挙げたＭ・ウェーバーの話と接続 ます。この本は、学部の一年生でも読みやすく、いまでは古典的な部類 なるかもしれませんが、お すめです。
にわ・いずみ
　
一九五六年生まれ。東京外国語大学大学院
総合国際学研究院教授。宗教社会学・朝鮮宗教論。編著に『韓国百科
 第二版』 （大修館書店） 。
